
シー協会の協力をどのような形で得られるかを現
在検討中。

　　　町外へ移動する際の負担軽減のため、オン
デマンドバスと広域コミュニティバスの乗り継ぎ
改善はできないか。高齢化が進む中、誰もが安心
して移動できる交通環境づくりが必要だと思う。
　　　【まちづくり課長】町民の皆様の利便性向
上に向け、オンデマンドバスから高鍋町から都農
町を結ぶ広域的コミュニティバスへの乗り継ぎに
ついて、バス停の位置変更等、スムーズな乗り継
ぎが実現できるよう、関係機関と連携し調整を進
めていく。

　　　　　　　　　　電車で川南に来た人が、交
　　　　　　　通手段なく困っている。状況把握
　　　　　　　並びに対策をどのように考えてい
　　　　　　　るか。
　　　【まちづくり課長】現在川南町のタクシー
会社はあい交通さんのみ。対策に関しては、あい
交通さんが営業していない夜間・日曜日の時間帯、
高鍋から来るよう手配する。その際迎車回送料金
相当分の運行経費補助する。

　　　タクシー事業者が１社・数台のみという現
状から、公共ライドシェア導入の考えはあるか。
　　　【まちづくり課長】公共ライドシェアに関
しての運用方法、それに対する補助事業はあるの
か、登録を受ける為に要する期間、宮崎県タク
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問１
問３

問２

答１

答２

�ì��
’�•� 

川南駅からの移動手段について

　　　　　　　　　　庁舎機能と停電対策は。
　　　　　　　　　　【町長・各担当課長】①本庁
　　　　　　　　舎の非常用発電機は軽油950Lで
　　　　　　　　約22時間稼働。
②地元石油商組合と燃料優先供給協定を締結。
③庁舎内優先回路はエリア別に設定。
④発電機は自動起動で年１回の実負荷試験を実施。
⑤発電機は１台のみでバックアップ電源は未整備。
⑥福祉センターは非常電源でポンプ稼働するが本
　庁は未接続。
⑦簡易トイレ・飲料水・非常食を備蓄し、職員の
　執務環境整備。
⑧防災行政無線は72時間、衛星電話は22時間稼働
可能を想定。
⑨今後は、蓄電池・再生エネ・ICT 分散化で強靱
　化を検討。

問１

　　　教育委員会の対応は。
　　　【教育長】①非常配備で町�Õ指揮下に参集
　し、情報収集・支援を実施。
②夜間休日はメールやＳＮＳで連絡、災害対策本
　部と情報共有。
③校�Õ判断で柔軟に避難実施。
④通学時の被災時の行動は、マニュアルで確認。
　併せて、保護者に周知。
⑤通信途絶時は学校で児童生徒を保護。
⑥校舎耐震化率は100％。非構造部材の調査・対
　策を今後検討。
⑦避難所としての運営・備蓄は町が主導。
⑧備蓄品は学校独自備蓄を検討。

問２

� z � j � K 4Q

南海トラフ巨大地震への対策・対応について問う

答３

公共ライドシェアについて

町外移動について

答１

答２

一般質問
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一般質問

　　　計画づくりにあたっての考え方を問う。
　　　【町長】産業振興、デジタル活用、定住促
進を柱に組織改革を進める方針である。
　　　【総務課長】組織の効率化と意思決定の迅
速化を図り、重点分野への資源集中や人材育成を
行い、変化する社会環境に対応できる体制を目指
す。

　　　制度的、財政的支援をどのように考えるの
か。
　　　【まちづくり課長】国の交付金を活用した
財政支援や人材募集支援等により、地域事業者の
人手不足解消や定住促進につながり得ると考える。

問３
答３

問４

答４

答３

令和８年度 町政運営方針について

　　　　　　　　　　対象区域や計画骨子を問う。
　　　　　　　　　　【町長】川南町都市計画マ
スタープランと立地適正化計画を基に、道路や住
まいの環境整備を進める方針である。
　　　【建設課長】 学生の通学路の安全確保のた
め道路拡張等を検討中。

　　　どのような行政システムを想定しているの
か。
　　　【総務課長】施設集約や業務見直し、ＤＸ
推進による効率化を図り、高齢者への支援として
スマホ講習会等の実施を検討する。

答１

答１

答２

今 井 孝 一

問１

問２

新中学校整備を核とした都市計
画について

長期総合後期計画と組織改革について

特定地域づくり事業協同組合について

効率的な行政システムづくりについて問う

　　　　　　　　　　現在、畜産業は不安定な状
　　　　　　　況にある。町政運営方針に「畜産
　　　　　　　振興」が掲げられているが、具体
　　　　　　　策は。
　　　【町長】畜産業は農業産出額約250億円の７
割を占め、本町経済を支える重要産業である。家
畜伝染病対策や防疫体制の強化、臭気対策、飼料
価格高騰や気候変動への対応などに取り組み、持
続的な発展につなげる。

答１

江 藤 宗 武

問１

問２　　　担い手確保と持続可能な産業育成について、
具体策と数値目標は。
　　　【町長】農業ではトレーニングハウスを活
用し、新規就農者の確保や親元就農者支援、第三
者継承支援を行う。目標は新規就農研修生を年間
5人、第三者承継5年間で5件とする。畜産分野では
新規参入が難しいため、国や町単独事業を活用し
担い手確保を図る。林業では森林環境譲与税を活
用した支援を実施。商工業では商工会や金融機関
と連携し、創業支援や経営相談を強化する。

畜産振興担い手確保
答２

続的な発展につなげる。

森林環境譲与税を活用したコンテナ苗生産



ては現状の内容では難しさを感じている。基金の
効果的な活用に向け、条例の見直しが必要と考え
ており、今後、制度設計を含め検討を進める。

　　　商工会ＴМО、観光協会、川南まちづくり
株式会社など、地域活性化を担う団体は成果を上
げる一方で、人材や財政面の課題もある。今後、
戦略的な連携や基盤強化に向け、町としてどのよ
うに関わるのか。
　　　【町長】各団体はそれぞれ重要な役割を
担っている。町として経営方針に直接関与する立
場ではないが、連携や制度設計について助言を行
い、公益性が認められる取組には必要に応じて支
援していく。

13かわみなみ議会だより
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中 村 昭 人

地域活性化基金の意義を問う

　　　　　　　　　　ぷらっつは、単なる休憩・
　　　　　　　物販施設ではなく、地域活性化や
　　　　　　　防災の拠点として町全体の活性化
　　　　　　　を担う施設である。指定管理者か
らの納付金も積み立てられているが、その活用は
施設整備・維持管理に限定されている。地域活性
化拠点施設である以上、その利益を地域活性化に
生かす制度とすべきではないか。
　　　【町長】ぷらっつは町全体の活性化のため
の財産・資源であり、地域活性化基金条例につい

問１

答１

答１

問２

地域活性化の担い手

　　　人口減少対策の方向性とは。
　　　【町長】雇用創出、移住・定住促進、子育
て支援を柱に、持続可能な地域づくりを進める。
　　　移住促進の新たな取組とは。
　　　【町長】特定地域づくり事業協同組合の設
立を検討し、安定雇用と人材確保を図る。
　　　若い世代の定住促進策とは。
　　　【町長】雇用・住まい・子育てを一体的に
支援する。空き家バンクの活用や住宅取得支援、
子育て環境の充実により、安心して暮らせる環境
づくりを進める。
　　　今後の人材育成の考え方とは。
　　　【町長】人づくりはまちづくりの基盤であ
り、各分野で主体的に行動し、地域に貢献できる
人材の育成に継続して取り組む。

中 瀬 　 修

　　　　　　　　　　本事業の新しさと目指す成
　　　　　　　果は何か。
　　　　　　　　　　【町長】従来のジュニアリー
　　　　　　　ダー育成に加え、シニアリーダー
や集団指導者養成を新たに位置付け、段階的に指
導者へ成長する仕組みを構築する点が新しい。地
域に関わり続ける次世代人材の育成を目指す。
　　　推進体制はどのようになるのか。
　　　【町長】教育委員会が中心となり、町は活
動の場を提供するなど連携し、町全体で人材育成
に取り組む。

施政方針について

問１

問２
答２

問４
答４

問５
答５

問６
答６

答３

答１

問３

出　生

自然増減

毎月1日現在の現住人口

人　口 転　入 転　出 世帯数

死　亡

令和８年２月

■川南の人口と推移

令和８年３月

令和８年４月

13,966人

13,945人

13,850人

48人

36人

53人

30人

45人

128人

5人

1人

5人

23人

13人

25人

6,040世帯

6,051世帯

6,053世帯

一般質問
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未来を拓く
ひとを育むまちづくり

1

教育、生涯学習、
文化、スポーツ、
ひとづくり

自立し、未来へつなぐ
まちづくり

6

防災・減災対策
地域安全対策
公有財産の適性管理

手を取り、寄り添い
合うまちづくり

人口対策、自治・協働
環境保全、情報施策
地球温暖化対策

2

地域と人が輝く
まちづくり
農畜産業、水産、林業、
商工観光業、雇用労働対策
農地の活用、企業誘致

3

豊かな自然と
共生するまちづくり

都市計画、都市開発計画、
道路、公共交通の拡充、
上下水道保全、整備

５ 4 健やかに、自分らしく
輝けるまちづくり

健康づくり、子育て支援、
高齢者福祉、障がい者（児）福祉、
地域医療・福祉施設の連携

予算書だけでは見えない︖

長期総合計画は

まちの未来の
設計図

川南町が10年後にどんな町になるのか----
その未来図を描いた設計図が長期総合計画です。
この計画に基づいて、毎年の予算が組まれ、
さまざまな事業が行われています。議会はその
方向性に沿っているかを確認しながら、予算を審議しています。

長期総合計画の６つの基本目標

令和8年度予算には、道路整備や福祉、教育など多くの事業が計上されて
います。
その背景には、「どんな町を目指すのか」を定めた長期総合計画があります。

川南町の未来をつくる
「長期総合計画」と
予算の関係
令和8年度から後期計画がスタート

10年後の
川南町を考える
まちづくりの
設計図です。

長期総合計画
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計画は、実際の予算へ
長期総合計画の6つの基本計画に基づき、令和8年度の
主な事業を一部ご紹介します。

令和8年度
主な事業の例

※金額は事業費
（千円単位切りすて）

未来を拓く
ひとを育む
まちづくり

・文化ホール舞台吊物改修工事………1,228万円

・国スポ・障スポ実行委員会負担金…1,292万円

・新中学校校舎建設ＣＭ業務…………7,975万円

手を取り、
寄り添い合う
まちづくり

・重層的支援体制整備事業……………1,287万円

・自治公民館活動費交付………………3,533万円

・省エネ家電購入補助…………………2,010万円

地域と人が輝く
まちづくり

・スマート農業導入推進事業…………800万円

・畜舎暑熱対策事業補助金……………190万円

・肥育牛生産者緊急支援補助金………623万円

健やかに、自分
らしく輝ける
まちづくり

・敬老事業交付金………………………350万円

・健康ポイント事業…………………1,469万円

・障害福祉充実（障害福祉サービス）…6億2,625万円

豊かな自然と
共生する
まちづくり

・タクシー利用料金助成補助……………720万円

・西ノ別府浄水場更新工事………7億2,732万円

・配水管布設替工事……………………5,164万円

自立し、
未来へつなぐ
まちづくり

・包括施設管理委託（5年6か月）……9億2,650万円

・公有財産売却事務包括民間委託…………330万円

・町有地地下埋設物調査委託………………250万円

長期総合計画



【編集後記】
　新年度を迎え、心新たに決意を固めておられる方も多いことと思います。国内においては、
地震や山火事など、災害が頻発しています。災害に備えることがとても大事だと感じていま
す。世界的にも、緊張、不安定な状況が続いています。原油供給への懸念は、物価高など私
たちの暮らしにも影響を及ぼしています。こうした中、3月議会では新年度に向けた重要な施
策や議案が多数審議され、可決されました。紙面の都合上、広報に掲載できないものもあり
ます。川南町議会としては地域の課題にしっかり向き合い、足元を固めた取組を進めてまい
ります。今後とも町政と議会への関心を高めていただける議会だよりとなるよう努力を続け
ていきます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小嶋貴子
　　　　議会広報編集委員　●委員長　德弘美津子　　●副委員長　中瀨　修
　　　　　　　　　　　　　●委　員　小嶋貴子、今井孝一、永友美智子、岸本茂樹
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★☆議会をもっと身近に★☆
議会活性化調査特別委員会　令和8年度の取組予定

川南町議会では、町民の皆さまにとって「わかりやすく・参加しやすい議会」を
目指し、さまざまな取組を進めています。

【学ぶ議会】研修会の開催
【学ぶ議会】研修会の開催
【学ぶ議会】研修会の開催　・6月・11月に専門講師に　　よる研修会を実施　・議員の資質向上を図り　　ます。

常に学び続ける議会

【開かれた議会】
報告会

【開かれた議会】
報告会

・９月定例会で審
査した

　　令和7年度の
決算の報告

を11月開催

直接説明する議会へ

【つながる議会】意見交換
【つながる議会】意見交換　・各種団体との意見交換　・「はたちを祝う会」での　　アンケート

地域の声を政策へ

【政策提案】町長へ提案【政策提案】町長へ提言書
　・住民の声を踏まえ
　　町長へ提言書を提
　　出していきます。

議会から町を動かす

【伝える議会】情報発信の強化【伝える議会】情報発信の強化
　・６月定例会から議会動画
　　（録画）配信スタート
　・議会ホームページのさら
　　なる充実を図る

いつでも見られる議会へ

【見える議会】活
動の見える化

【見える議会】活
動の見える化

　・議員の活動量
を調査

　・議会活動の充
実

何をしているかが
　　　　わかる議会

へ

活性委員会・編集後記

一般質問

定例会

【ふれあう議会】
主権者教育

【ふれあう議会】
主権者教育

　・中学生の自習
室とし

　　て議場開放（
夏休み・

　　冬休み）

子どもに政治を身近
に

【ふれあう議会】
主権者教育

【ふれあう議会】
主権者教育

【ふれあう議会】
主権者教育

【ふれあう議会】
主権者教育


